弁護人冒頭陳述

１　はじめに

被告人には殺人罪は成立せず、弁護側は傷害罪を主張する。

２　理由

被告人が東京都練馬区月見台すすきが原４－５－１０の空き地において被害者に暴行の意思を以て木製バットで足部及び腹部を殴打した際、被害者が誤って転倒しその際被害者が頭部を空き地に設置されている土管に強打したため、被害者は脳出血を引き起こし意識消失状態に陥った。つまり被告人は被害者に対して暴行の故意のみを有し、この際に生じた被害者の脳出血は被害者自身の転倒によるものであり、またこれにより生じた脳出血は被害者の直接の死因として疑うに足りるものである。また、被害者の死体解剖の結果、被害者は裏山で生存中、何者かによって頭部を殴打されているが、それに対し被告人ではなく、第三者が存在し、その第三者による頭部殴打により被害者は死因となる脳出血を起こし死亡した。よって被告人は刑法208条の暴行罪における結果的加重犯に当たる刑法204条の傷害罪に該当するといえる。
３　情状
　被告人は臆病な気質があり、暴力的な言動はできない性分である。かねてから被害者に対し恐怖心を抱いていた。

